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佐倉の由来
明治22年、町村制施行に伴い佐倉村、宮内村が合併し佐倉村となり宮内村はその大字となり現在に至っている。
佐倉の名は「桜」、「佐久良」とされていた時代もあったようで、「池宮神社の祭神、瀬

せおりつひめのみこと
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つ」とある。このあたりから佐倉の地名が生まれたとされている。
宮内は弥生から古墳時代の遺跡も数多く、当時より住民が居住していたことがわかる。宮内神社の社記によ
ると勧

かんじょう

請は大宝年間と伝えられる。

八幡神社お櫃納め

池宮神社


